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三
五
七
◎
研
究
室
の
動
き
○
人
事
二
〇
一
九
年
四
月
一
日
付
・
平
成
三
十
一
年
度
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
長
に
補
さ
れ
る

鈴
木　
道
也
・
平
成
三
十
一
年
度
文
学
部
史
学
科
学
科
長
に
補
さ
れ
る
岩
下　
哲
典
・
文
学
部
教
授
（
史
学
科
）
に
補
さ
れ
る
長
谷
川　
岳
男
・
文
学
部
助
教
（
史
学
科
）
に
補
さ
れ
る
高
橋　
　
圭
二
〇
一
九
年
三
月
三
十
一
日
付
・
平
成
三
十
年
度
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
長
を
退
任
す
る
鈴
木　
道
也
・
平
成
三
十
年
度
文
学
部
史
学
科
学
科
長
を
退
任
す
る
千
葉　
正
史
・
文
学
部
教
授
を
退
職
す
る
髙
畠　
純
夫
○
史
学
科
調
査
実
習
・
二
〇
一
九
年
四
月
十
四
日　
史
学
科
の
学
部
生
を
対
象
と
し
た
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
佐
倉
市
）
専
任
教
員
活
動
報
告
森　
　
　
公　
章　
教
授
研
究
活
動
〇
著
書
・『
阿
倍
仲
麻
呂
』　
単
著　
二
〇
一
九
年
一
二
月
一
日　
吉
川
弘
文
館
（
一
～
二
三
二
頁
）
○
論
文
・「
古
代
出
雲
国
と
「
郡
的
世
界
」
の
実
像
」　
単
著　
二
〇
一
九
年
三
月
一
五
日　
『
東
洋
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
五
五
集
（
二
一
一
～
二
三
六
頁
）
・「
木
簡
と
郡
司
・
郡
家
の
行
方
」　
単
著　
二
〇
一
九
年
三
月　
『「
郡
的
世
界
」
か
ら
国
衙
の
支
配
へ
の
歴
史
的
変
遷
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
平
成
二
十
六
年
度
～
平
成
三
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書
（
研
究
代
表
者
：
森
公
章
）』
五
～
四
七
頁
・「
安
芸
国
の
凡
直
と
国
郡
機
構
」　
単
著　
二
〇
一
九
年
八
月
一
日　
『
海
南
史
学
』
五
七
号
（
二
三
～
五
三
頁
）
・「
唐
物
・
南
島
産
品
と
小
野
宮
流
・
御
堂
流
」　
単
著　
二
〇
一
九
年
二
月
二
八
日　
『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
篇
四
五
（
一
～
五
一
頁
）
○
そ
の
他
・『「
郡
的
世
界
」
か
ら
国
衙
の
支
配
へ
の
歴
史
的
変
遷
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』　
単
著　
二
〇
一
九
年
三
月　
平
成
二
十
六
年
度
～
平
成
三
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書
（
研
究
代
表
者
：
森
公
章
）（
一
～
三
一
五
頁
）
・「
菅
原
道
真
左
降
事
件
」　
単
著　
二
〇
一
九
年
三
月
一
〇
日　
佐
藤
信
編
『
古
代
史
講
義
【
戦
乱
篇
】』（
筑
摩
書
房
）（
二
二
三
～
二
三
九
頁
）
三
五
八
・『
新
府
中
市
史
』原
始
・
古
代
資
料
編
２
文
献
史
料　
共
著（
中
村
順
昭
、
三
上
喜
孝
、川
尻
秋
生
、小
野
一
之
）　
二
〇
一
九
年
三
月　
府
中
市
、
全
六
四
七
頁
（
一
八
三
～
二
五
四
頁
を
担
当
）
・「
海
北
」
か
ら
「
海
西
」
へ
─
古
代
国
家
成
立
の
画
期
─
」　
単
著
　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
五
日　
白
石
太
一
郎
先
生
傘
寿
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編
『
古
墳
と
国
家
形
成
期
の
諸
問
題
』（
山
川
出
版
社
）
（
二
三
四
～
二
三
九
頁
）
・「
大
和
魂
と
「
国
風
」
化
の
は
じ
ま
り
」　
単
著　
二
〇
一
九
年
一
二
月
一
日　
『
む
ら
さ
き
』
五
六
輯
（
八
五
～
八
九
頁
）
・
Ｂ
Ｓ
─
Ｔ
Ｂ
Ｓ
「
に
っ
ぽ
ん
！
歴
史
鑑
定
」　
コ
メ
ン
ト
出
演　
二
〇
一
九
年
七
月
一
日
・「
文
献
史
料
か
ら
見
た
古
代
豪
族
宗
像
氏
の
交
流
」　
単
著　
二
〇
一
九
年
九
月
七
日　
世
界
遺
産
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
公
開
講
座
（
福
岡
県
福
津
市
津
屋
崎
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
）
学
会
活
動
白
山
史
学
会
、木
簡
学
会
、史
学
会
、日
本
歴
史
学
会
、日
本
史
研
究
会
、
大
阪
歴
史
学
会
、
続
日
本
紀
研
究
会
、
正
倉
院
文
書
研
究
会
、
条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
会
、
高
知
海
南
史
学
会
、
朝
鮮
史
研
究
会
教
育
活
動
○
学
内
日
本
史
概
説
Ａ
／
Ｂ
、
日
本
史
学
特
講
Ａ
／
Ｂ
、
日
本
史
史
料
研
究
①
Ａ
／
Ｂ
、
日
本
史
学
卒
論
演
習
①
Ａ
／
Ｂ
（
学
部
）、
日
本
史
学
特
論
Ⅰ
Ａ
／
Ｂ
、
日
本
史
学
演
習
Ⅰ
Ａ
／
Ｂ
、
日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ａ
／
Ｂ
、
日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
博
士
前
期
課
程
）
Ａ
／
Ｂ
、
日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
博
士
後
期
課
程
）
Ａ
／
Ｂ
（
大
学
院
）
社
会
的
活
動
・
練
馬
区
文
化
財
審
議
委
員
・
大
宰
府
史
跡
調
査
研
究
指
導
委
員
会
委
員
・
文
部
科
学
省
教
科
用
図
書
検
定
調
査
審
議
会
委
員
・
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
学
位
審
査
会
歴
史
部
会
専
門
委
員
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
総
合
展
示
第
一
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
委
員
会
委
員
・
府
中
市
史
編
纂
委
員
・
日
本
歴
史
学
会
理
事
・
評
議
員
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
・
大
学
院
文
学
研
究
科
長
・
大
学
院
文
学
研
究
科
委
員
・
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
倫
理
審
査
委
員
会
委
員
長
・
大
学
院
自
己
点
検
・
評
価
委
員
・
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
博
物
館
館
長
・
東
洋
大
学
重
点
研
究
戦
略
会
議
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
委
員
会
委
員
・
井
上
円
了
記
念
研
究
助
成
運
営
委
員
会
委
員
・
井
上
円
了
記
念
研
究
助
成
審
査
部
会
委
員
・
校
友
会
学
生
研
究
奨
励
基
金
運
営
委
員
会
委
員
三
五
九
神　
田　
千　
里　
教
授
研
究
活
動
〇
論
文
・『
越
州
軍
記
』
に
み
る
越
前
一
向
一
揆　
　
　
単
著
『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
七
二
集
史
学
科
篇
第
四
四
号
、
二
〇
一
九
年
二
月
二
八
日　
四
五
～
七
三
頁
〇
そ
の
他
・
島
原
の
乱
と
「
立
ち
帰
り
」　
単
著
浅
見
雅
一
・
野
々
瀬
浩
司
編
『
キ
リ
ス
ト
教
と
寛
容
─
中
近
世
の
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
二
月
二
八
日
、
三
七
～
五
二
頁
学
会
活
動
白
山
史
学
会
（
会
員
）・
史
学
会
（
同
）・
海
南
史
学
会
（
同
）・
日
本
歴
史
学
会
（
理
事
・
評
議
員
）
教
育
活
動
○
学
内
歴
史
学
研
究
法
Ａ
Ｂ
・
日
本
史
史
料
研
究
Ａ
Ｂ
・
地
域
史
（
日
本
）
Ａ
Ｂ
・
日
本
史
学
卒
論
演
習
Ａ
Ｂ
（
以
上
学
部
）・
日
本
史
学
特
論
Ａ
Ｂ
・
日
本
史
学
演
習
Ａ
Ｂ
・
日
本
史
学
研
究
指
導
Ａ
Ｂ
（
以
上
大
学
院
）。
社
会
的
活
動
〇
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
講
座
Ａ
（
東
洋
大
学
）
一
向
一
揆
と
民
衆　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
六
日
〇
講
演
戦
勝
祈
願
に
み
る
戦
国
大
名
の
宗
教
観　
　
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
・
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
共
催　
二
〇
一
九
年
五
月
二
五
日
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
教
職
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
委
員
白
川
部　
達　
夫　
教
授
研
究
活
動
○
著
書
・『
近
世
の
村
と
民
衆
運
動
』（
塙
書
房
、
二
〇
一
九
年
二
月
）
単
著
、
二
五
八
頁
・『
日
本
人
は
な
ぜ
「
頼
む
」
の
か
』（
筑
摩
書
房
、二
〇
一
九
年
六
月
）、
単
著
、
二
四
〇
頁
○
論
文
・「『
世
事
見
聞
録
の
窮
民
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
七
二
集
史
学
科
四
四
号
、
二
〇
一
九
年
二
月
二
八
日
）
単
著
、
七
五
～
九
二
頁
・「
近
世
民
衆
社
会
意
識
論
に
よ
せ
て
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
七
三
集
史
学
科
四
五
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
一
五
日
）
単
著
、
五
三
～
七
〇
頁
・「
一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
播
磨
の
在
村
肥
料
商
の
動
向
」『
人
間
科
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
二
一
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
、
単
著
・「
享
保
・
元
禄
期
の
摂
津
の
農
業
経
営
と
肥
料
」
東
洋
大
学
東
洋
学
研
三
六
〇
究
所
『
東
洋
学
研
究
』
五
七
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
、
単
著
○
そ
の
他
「
江
戸
時
代
の
古
文
書
の
読
み
方
15
─
村
の
出
来
事
・
養
子
縁
組
と
欠
落
」
（『
書
物
学
』
一
五
巻
、
勉
誠
社
、
二
〇
一
九
年
四
月
一
九
日
）
単
著
、
六
〇
～
六
七
頁
「
江
戸
時
代
の
古
文
書
の
読
み
方
16
─
村
の
出
来
事
・
博
奕
」（『
書
物
学
』
一
六
巻
、
勉
誠
社
、
二
〇
一
九
年
七
月
一
九
日
）
単
著
、
七
三
～
七
八
頁「江
戸
時
代
の
古
文
書
の
読
み
方
17
─
村
の
出
来
事
・
屋
敷
の
通
路
争
い
」
（『
書
物
学
』
一
七
巻
、
勉
誠
社
、
二
〇
一
九
年
九
月
二
〇
日
）
単
著
、
一
四
～
二
〇
頁
○
調
査
活
動
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
Ｃ
・
一
般
「
近
世
後
期
の
肥
料
商
と
社
会
変
動
」
研
究
代
表
者
学
会
活
動
白
山
史
学
会
、関
東
近
世
史
研
究
会
（
評
議
員
）、日
本
古
文
書
学
会
（
評
議
員
）、
立
正
史
学
会
（
評
議
員
）
歴
史
学
研
究
会
、
日
本
史
研
究
会
、
歴
史
科
学
協
議
会
、
地
方
史
研
究
協
議
会
（
会
員
）
教
育
活
動
○
学
内
歴
史
の
諸
問
題
、
歴
史
学
研
究
法
Ａ
Ｂ
、
日
本
史
史
料
研
究
、
日
本
史
学
卒
論
演
習
③
、
卒
業
論
文
指
導
、
日
本
史
概
説
、（
以
上
学
部
）
日
本
史
学
特
論
Ⅲ
、
日
本
史
学
演
習
Ⅲ
、
日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
以
上
大
学
院
）
○
学
外
中
央
大
学　
日
本
社
会
経
済
史
、
日
本
史
演
習　
法
政
大
学
大
学
院　
日
本
史
学
特
殊
講
義
Ｄ
Ⅰ
・
Ⅱ
社
会
的
活
動
○
講
演
「
江
戸
幕
府
の
旗
本
た
ち
」（
二
〇
一
九
年
八
月
二
九
日
、
埼
玉
県
新
座
市
西
堀
・
新
堀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
「
江
戸
幕
府
の
旗
本
た
ち
」（
二
〇
一
九
年
一
二
月
一
九
日
、
神
奈
川
県
鎌
倉
市
深
江
学
習
セ
ン
タ
ー
）
○
文
化
財
国
指
定
名
勝
「
お
く
の
ほ
そ
道
の
風
景
地　
草
加
松
原
」
保
存
活
用
委
員
会
委
員
長
（
二
〇
一
七
年
九
月
七
日
よ
り
）
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
東
洋
大
学
出
版
会
運
営
委
員
岩　
下　
哲　
典　
教
授
研
究
活
動
○
共
著
・『
東
ア
ジ
ア
の
弾
圧
・
抑
圧
を
考
え
る　
一
九
世
紀
か
ら
現
代
ま
で　
日
本
・
中
国
・
台
湾
』
春
風
社　
二
〇
一
九
年
一
二
月
三
一
日　
全
五
〇
九
頁
○
編
著
三
六
一
・『
松
岡
神
社
史
料
を
用
い
た
調
査
研
究
報
告
書
』
二
〇
一
九
年
三
月
六
日　
全
八
六
頁
○
論
文
・「
徳
川
慶
勝
筆
写
の
嘉
永
四
・
五
年
別
段
風
説
書
と
黒
田
斉
溥
の
嘉
永
五
年
対
外
建
白
書
」
単
著　
『
オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
集
成
』
吉
川
弘
文
館　
二
〇
一
九
年
三
月
三
一
日　
五
九
五
～
六
一
七
頁
・「
国
家
に
よ
る
私
学
弾
圧　
明
治
三
五
年
哲
学
館
事
件
の
深
層
」
単
著　
『
東
ア
ジ
ア
の
弾
圧
・
抑
圧
を
考
え
る　
一
九
世
紀
か
ら
現
代
ま
で　
日
本
・
中
国
・
台
湾
』
春
風
社　
二
〇
一
九
年
一
二
月
三
一
日　
一
九
九
～
二
三
四
頁
○
そ
の
他
・「
知
ら
れ
ざ
る
高
橋
泥
舟
の
出
自
と
出
世
、
そ
し
て
三
舟
の
書
に
よ
せ
て
」
単
著　
『
筆
禅
』
第
四
一
号　
二
〇
一
九
年
一
月
二
二
日　
一
一
～
一
五
頁
・「
史
料
紹
介　
村
山
家
文
書
の
高
橋
泥
舟
関
係
書
簡
に
つ
い
て
（
下
）」
単
著　
『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
篇
第
四
三
号　
二
〇
一
九
年
二
月
二
八
日　
九
三
～
一
四
八
頁
・「
調
査
の
経
緯
と
祭
神
松
岡
萬
の
経
歴
お
よ
び
史
料
の
概
要
」
単
著　
『
松
岡
神
社
史
料
を
用
い
た
調
査
研
究
報
告
書
』
岩
下
哲
典　
二
〇
一
九
年
三
月
六
日　
二
～
六
頁
・「
二
〇
一
八
年
度
『
博
物
館
概
論
』
と
『
博
物
館
実
習
Ⅱ
』
単
著　
『
東
洋
大
学
博
物
館
年
報
』
二
〇
一
九
年
三
月
一
八
日　
一
頁
～
二
頁
・「
春
日
局
と
徳
川
将
軍
た
ち
の
生
・
老
・
病
・
死
」『
山
門
施
餓
鬼
会
講
演
録
』
単
著　
湯
島
麟
祥
院　
二
〇
一
九
年
七
月
一
八
日　
全
二
九
頁
・「
病
と
む
き
あ
っ
た
江
戸
時
代
」
単
著　
『
特
別
展　
病
退
散　
江
戸
の
知
恵
と
医
術
』
練
馬
区
立
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
、
二
〇
一
八
年
九
月
一
四
日
、
吉
川
弘
文
館
、
一
一
九
～
一
二
一
頁
・「『
徳
川
日
本
の
洋
学
者
た
ち
』
解
説
に
か
え
て
」
単
著　
下
山
純
正
著
『
徳
川
日
本
の
洋
学
者
た
ち
』、
二
〇
一
九
年
九
月
二
〇
日
、
東
京
堂
出
版
、
二
八
八
～
二
九
八
頁
・「『
史
料
批
判
』
の
精
神
」
単
著　
『
歴
史
研
究
』
六
七
七
号
、
歴
史
研
究
会
、
四
八
～
五
〇
頁
○
学
会
報
告
・「
幕
臣
尊
攘
派
高
橋
泥
舟
お
よ
び
新
潟
県
名
望
家
高
橋
九
郎
の
書
簡
に
み
る
明
治
・
大
正
の
医
療
の
一
端
」
二
〇
一
九
年
四
月
二
八
日　
洋
学
史
研
究
会　
青
山
学
院
大
学
総
研
ビ
ル
会
議
室
・「『
江
戸
無
血
開
城
』　
最
大
の
功
労
者
は
、
西
郷
隆
盛
か
、
山
岡
鉄
舟
か
？
」　
白
山
史
学
会
第
五
六
回
大
会　
二
〇
一
九
年
六
月
二
九
日　
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
六
三
一
七
教
室
・「
再
検
討
『
江
戸
無
血
開
城
』」
二
〇
一
九
年
八
月
三
一
日　
幕
末
史
研
究
会　
武
蔵
野
商
工
会
議
所
四
階
会
議
室
・「
山
岡
鉄
舟
・
高
橋
泥
舟
等
史
料
か
ら
み
た
『
江
戸
無
血
開
城
』」
二
〇
一
九
年
一
一
月
八
日　
東
洋
大
学
人
間
科
学
総
合
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
基
調
報
告
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
パ
ネ
ラ
ー　
東
洋
大
学
一
二
五
記
念
ホ
ー
ル
三
六
二
○
調
査
活
動
・
静
岡
県
藤
枝
市
岡
部
町
岡
部
廻
沢
地
区
松
岡
神
社
文
書
調
査
の
現
地
説
明
会
主
催　
二
〇
一
九
年
二
月
三
日
（
井
上
円
了
研
究
助
成
）
学
会
活
動
・
白
山
史
学
会
（
常
任
委
員
）、
高
橋
泥
舟
史
料
研
究
会
（
代
表
）、
洋
学
史
研
究
会
（
副
会
長
）、
洋
学
史
学
会
、
地
方
史
研
究
協
議
会
、
日
本
海
事
史
学
会
、
日
本
仏
学
史
学
会
、
名
古
屋
郷
土
文
化
会
、
静
岡
山
岡
鉄
舟
会
、
日
本
医
史
学
会
、
日
本
情
報
経
営
学
会
教
育
活
動
○
学
内
「
歴
史
の
諸
問
題
Ａ
７
・
Ｂ
７
」「
歴
史
の
諸
問
題
Ａ
８
・
Ｂ
８
」「
日
本
史
学
卒
論
演
習
６
」「
博
物
館
概
論
」「
博
物
館
実
習
Ⅱ
」（
以
上
学
部
）「
日
本
史
学
特
論
Ⅳ（
Ⅳ
Ａ
・Ⅳ
Ｂ
）」「
日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅳ（
Ⅳ
Ａ
・Ⅳ
Ｂ
）」
「
日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅳ
（
Ⅳ
Ａ
・
Ⅳ
Ｂ
）」「
日
本
史
学
演
習
Ⅳ
（
Ⅳ
Ａ
・
Ⅳ
Ｂ
）」（
以
上
大
学
院
）
○
学
生
引
率
・
湯
島
麟
祥
院
墓
地
調
査　
二
〇
一
九
年
六
月
六
日
・
岡
山
県
津
山
市
津
山
洋
学
資
料
館
お
よ
び
同
県
美
咲
町
岸
田
吟
香
関
係
史
跡
見
学　
二
〇
一
九
年
九
月
六
日
～
七
日
・
大
田
区
立
勝
海
舟
記
念
館
見
学　
二
〇
一
九
年
九
月
二
〇
日
・
湯
島
麟
祥
院
「
春
日
忌
」
墓
地
報
告
書
お
よ
び
春
日
通
り
マ
ッ
プ
の
配
布　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
四
日
○
学
外
・
都
留
文
科
大
学
「
国
語
国
文
学
と
日
本
史
」「
歴
史
と
文
化
」
社
会
的
活
動
○
講
演
・
講
座
・「
幕
末
維
新
の
古
文
書
」
二
〇
一
九
年
六
月
二
一
日
、
七
月
五
日
、
七
月
一
九
日　
東
洋
大
学
公
開
講
座
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
講
座
Ａ
・「
病
と
む
き
あ
う
江
戸
時
代
」
二
〇
一
九
年
一
一
月
三
日　
練
馬
区
立
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
講
演
・「
ペ
リ
ー
来
航
と
幕
末
情
報
社
会
─
予
告
情
報
と
『
金
海
奇
観
』」
二
〇
一
九
年
一
二
月
一
日　
静
岡
県
藤
枝
市
西
益
津
交
流
セ
ン
タ
ー
出
張
講
座　
藤
枝
市
・「
ペ
リ
ー
来
航
と
幕
末
情
報
社
会
─
予
告
情
報
と
『
金
海
奇
観
』」
二
〇
一
九
年
一
二
月
七
日　
神
奈
川
県
寒
川
町
町
民
セ
ン
タ
ー　
出
張
講
座　
寒
川
町
○
Ｔ
Ｖ
出
演
・
三
月
二
一
日　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
「
英
雄
た
ち
の
選
択
（
番
組
名
）」「
こ
の
本
が
日
本
を
変
え
た
！
杉
田
玄
白
『
解
体
新
書
』
誕
生
へ
の
挑
戦
」
ス
タ
ジ
オ
出
演
・
一
〇
月
二
日　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
「
英
雄
た
ち
の
選
択
（
番
組
名
）」「
め
ざ
せ
！
徳
川
近
代
国
家
小
栗
上
野
介
の
夢
と
挫
折
」
ス
タ
ジ
オ
出
演
・
一
〇
月
一
五
日　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｅ
テ
レ
「
先
人
た
ち
の
底
力　
知
恵
泉
（
番
組
名
）」「
事
を
成
す
生
き
方
と
は
？
捨
て
て
こ
そ
得
ら
れ
る　
山
岡
鉄
舟
」
ス
タ
ジ
オ
出
演
三
六
三
○
新
聞
等
・「『
江
戸
無
血
開
城
』
実
像
は
？
東
洋
大
で
シ
ン
ポ　
鉄
舟
ら
の
働
き
再
評
価
」
読
売
新
聞
夕
刊　
二
〇
一
九
年
一
二
月
二
八
日　
報
告
・
講
演
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
江
戸
無
血
開
城
の
史
料
学
」
が
報
道
さ
れ
る
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
・
史
学
科
長
（
資
格
審
査
委
員
）
・
史
学
科
一
年
生
国
内
研
修
担
当
・
井
上
円
了
記
念
博
物
館
運
営
委
員
大
豆
生
田　
稔　
教
授
研
究
活
動
○
著
書
・『
港
町
浦
賀
の
幕
末
・
近
代
─
海
防
と
国
内
貿
易
の
要
衝
─
』
清
文
堂
出
版
、二
〇
一
九
年
一
一
月
、編
著
、一
～
三
四
五
頁
。
執
筆
担
当
は
、
序
章
「
浦
賀
港
の
変
容
─
幕
末
か
ら
近
代
へ
─
」
一
一
～
二
三
頁
、
第
三
章
「
近
代
浦
賀
港
の
変
容
─
一
八
八
〇
年
代
～
一
九
三
〇
年
代
の
出
入
港
品
─
」
一
一
〇
～
一
四
一
頁
、コ
ラ
ム
３
「
房
総
と
の
交
流
」
一
四
二
～
一
五
〇
頁
、
コ
ラ
ム
７
「
浦
賀
久
比
里
町
の
宗
円
寺
に
お
け
る
農
事
講
習
会
」
二
九
三
～
三
〇
四
頁
、「
あ
と
が
き
」
三
四
一
～
三
四
五
頁
。
○
論
文
・「
一
八
八
九
～
九
〇
年
の
米
価
騰
貴
と
外
米
輸
入
」『
白
山
史
学
』
第
五
五
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
、
単
著
、
一
～
三
〇
頁
。
○
学
会
報
告
・「
日
本
農
業
史
学
会
二
〇
一
八
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
コ
メ
ン
ト　
─
食
と
農
の
地
域
史
（
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
）：
消
費
と
生
産
を
め
ぐ
る
関
係
史
の
試
み
─
」『
農
業
史
研
究
』
第
五
三
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
、
三
九
～
四
一
頁
。
○
調
査
研
究
活
動
・
日
本
学
術
振
興
会
二
〇
一
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））、「
戦
間
期
日
本
の
小
麦
輸
入
と
世
界
市
場
─
一
九
二
〇
年
代
～
三
〇
年
代
に
お
け
る
国
際
商
品
の
受
容
」、
研
究
代
表
者
。
・
日
本
学
術
振
興
会
二
〇
一
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））、「
戦
間
期
に
お
け
る
商
品
取
引
所
の
価
格
形
成
と
市
場
運
営
─
堂
島
米
市
場
文
書
に
よ
る
実
証
研
究
」、
研
究
分
担
者
。
教
育
活
動
○
学
内
「
歴
史
学
研
究
法
Ａ
③
─
歴
史
学
研
究
の
方
法
─
」、「
日
本
史
学
特
講
Ａ
⑧
─
農
業
の
発
達
と
農
村
社
会
（
一
八
八
〇
年
代
～
一
九
一
〇
年
代
）
─
」、「
日
本
史
学
特
講
Ｂ
⑧
─
農
業
の
発
達
と
農
村
社
会
（
一
九
二
〇
年
代
～
三
〇
年
代
）
─
」、「
日
本
史
学
卒
論
演
習
Ａ
・
Ｂ
⑤
─
日
本
近
現
代
史
の
卒
論
作
成
─
」、「
東
洋
大
学
・
井
上
円
了
研
究
」、「
伝
統
文
化
講
座
」（
以
上
、
学
部
）、「
日
本
史
学
特
論
Ⅴ
Ａ
・
Ｂ
─
日
本
近
現
代
史
の
諸
問
題
─
」、
日
本
史
学
演
習
Ⅴ
Ａ
・
Ｂ
」、「
日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅴ
Ａ
・
Ｂ
」、「
日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅴ
Ａ
・
Ｂ
─
日
本
近
現
代
史
研
究
─
」
（
以
上
、
大
学
院
）
三
六
四
学
会
活
動
・
白
山
史
学
会
（
常
任
委
員
）、
社
会
経
済
史
学
会
（
評
議
員
）、
史
学
会
、
歴
史
学
研
究
会
、
政
治
経
済
学
・
経
済
史
学
会
、
経
営
史
学
会
、
首
都
圏
形
成
史
研
究
会
、
同
時
代
史
研
究
会
、
日
本
農
業
史
学
会
、
日
本
植
民
地
研
究
会
（
会
員
）
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
・
文
学
部
長
西　
村　
陽　
子　
准
教
授
研
究
活
動
○
論
文
・「
華
北
交
通
ア
ー
カ
イ
ブ
：
戦
時
期
広
報
用
写
真
の
研
究
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
と
社
会
の
反
応
」（
共
著
、
責
任
著
者
）『
第
一
二
一
回
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
究
会
論
文
集
』
情
報
処
理
学
会
・「
木
頭
溝
的
摩
尼
敎=
仏
教
寺
院
─
絲
綢
之
道
遺
址
数
拠
庫
的
建
立
与
遺
址
核
対
的
深
化
」（
共
著
、
筆
頭
著
者
）『
馬
可
・
波
羅
与
一
〇
─
一
四
世
紀
的
絲
綢
之
道
』
北
京
大
学
出
版
者
、
一
七
二
─
一
八
九
頁
、
二
〇
一
九
年
六
月
○
講
演
・「
デ
ィ
ジ
タ
ル
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：
東
洋
文
庫
ア
ー
カ
イ
ブ
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
遺
跡
の
再
発
見
」、
文
化
遺
産
国
際
協
力
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
第
二
九
回
東
ア
ジ
ア
・
中
央
ア
ジ
ア
分
科
会
、
二
〇
一
九
年
七
月
五
日
・「
ム
ル
ト
ゥ
ク
村
の
マ
ニ
教=
仏
教
寺
院
の
再
発
見
」、
中
央
ア
ジ
ア
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
臨
時
例
会
、
二
〇
一
九
年
五
月
二
五
日
○
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・「
華
北
交
通
ア
ー
カ
イ
ブ
」http://codh.rois.ac.jp/north-china-
railw
ay/
（
華
北
交
通
ア
ー
カ
イ
ブ
作
成
委
員
会
、
副
委
員
長
）、
二
〇
一
九
年
二
月
一
三
日
○
調
査
活
動
・
日
本
学
術
振
興
会
：
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究（
Ｂ
）「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
遺
跡
の
再
発
見
：
デ
ジ
タ
ル
史
料
批
判
に
基
づ
く
遺
跡
照
合
と
地
理
学
情
報
基
盤
の
構
築
（19H
01324
）」（
研
究
代
表
者
）
・
日
本
学
術
振
興
会
：
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
古
代
・
中
世
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
の
交
通
・
交
易
・
交
流
（17H
02401
）」（
研
究
分
担
者
）
学
会
活
動
白
山
史
学
会
、
史
学
会
、
東
方
学
会
、
白
東
史
学
会
、
唐
代
史
研
究
会
、
情
報
処
理
学
会
教
育
活
動
［
学
部
］
歴
史
学
研
究
法
Ａ
・
Ｂ
⑤
、（
東
洋
史
概
説
）
Ａ
・
Ｂ
、
東
洋
史
学
演
習
④
、東
洋
史
学
卒
論
演
習
①
［
大
学
院
］
東
洋
史
学
特
論
Ⅰ
、
東
洋
史
学
演
習
Ⅰ
、
東
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅰ
、
東
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅰ
社
会
的
活
動
・
文
化
遺
産
国
際
協
力
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
東
ア
ジ
ア
中
央
ア
ジ
ア
分
科
会
委
員
三
六
五
・
情
報
処
理
学
会
Ｃ
Ｈ
研
究
会
運
営
委
員
・
人
文
系
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
協
議
会
会
員
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
大
学
院
文
学
研
究
科
委
員
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
委
員
図
書
館
図
書
選
書
担
当
千　
葉　
正　
史　
教
授
研
究
活
動
○
論
文
・「
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
所
蔵
本
「
行
政
綱
目
」
と
訳
註
補
遺
訂
正
」
単
著
、『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
七
二
集
史
学
科
篇
第
四
四
号
、
二
〇
一
九
年
二
月
二
八
日
、
一
四
九
～
一
七
四
頁
。
○
学
会
報
告
・「
清
末
・
民
国
時
期
檔
案
史
料
の
公
開
と
利
用
の
現
況
─
中
国
・
台
湾
に
お
け
る
中
央
政
府
檔
案
公
開
を
中
心
に
─
」、
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
国
史
研
究
と
史
料
利
用
の
現
況
─
漢
籍
・
石
刻
・
檔
案
─
」、東
洋
大
学
、二
〇
一
九
年
一
一
月
二
三
日
。
○
そ
の
他
・「
清
末
中
国
奥
地
の
郵
便
事
情
─
能
海
寛
の
手
紙
よ
り
探
る
─
」
単
著
（
東
洋
大
学
能
海
寛
生
誕
一
五
〇
年
記
念
事
業
報
告
）、『
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
第
五
三
号
、
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
九
年
二
月
二
八
日
、
一
七
七
～
一
七
九
頁
。
・「
交
通
運
輸
」
単
著
、『
中
国
年
鑑
二
〇
一
九
』、
一
般
社
団
法
人
中
国
研
究
所
、
二
〇
一
九
年
五
月
二
四
日
、
三
三
九
～
三
四
二
頁
。
学
会
活
動
白
山
史
学
会
（
常
任
委
員
）、
鉄
道
史
学
会
（
会
計
監
事
）、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
会
（
委
員
）、
史
学
会
、
社
会
経
済
史
学
会
、
東
洋
史
研
究
会
、
歴
史
学
会
教
育
活
動
○
学
内
東
洋
史
史
料
研
究
Ａ
・
Ｂ
②
、
歴
史
学
研
究
法
Ａ
・
Ｂ
⑥
、
東
洋
史
学
卒
論
演
習
②
、
日
本
史
学
卒
論
演
習
④
、
地
域
史
（
東
洋
）
Ａ
・
Ｂ
②
、
（
以
上
、
学
部
）
東
洋
史
学
特
論
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
、
東
洋
史
学
演
習
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
、
東
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
、
東
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
以
上
、
大
学
院
）
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
大
学
院
文
学
研
究
科
委
員
、
文
学
研
究
科
自
己
点
検
・
評
価
活
動
推
進
委
員
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
委
員
、
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
運
営
委
員
高　
橋　
　
　
圭　
助
教
研
究
活
動
○
著
書
・『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
諸
宗
教
の
関
係
の
歴
史
と
現
状
（
２
）』
編
著
、
分
担
執
筆
（
担
当
「
第
一
章
近
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
と
慈
善
団
体
─
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
・
ア
ズ
ミ
ー
同
胞
三
六
六
協
会
の
事
例
か
ら
」
一
～
一
九
頁
）
上
智
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
○
一
九
年
二
月
○
論
文
・「
現
代
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る「
伝
統
」の
継
承
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
：
序
論
」
共
著
、『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
』
二
一
、二
○
一
九
年
二
月
、
一
〇
九
～
一
二
○
頁
・「
伝
統
と
現
実
の
狭
間
で
─
現
代
ア
メ
リ
カ
の
ス
ン
ナ
派
新
伝
統
主
義
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
言
説
」
単
著
、『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
』
二
一
、二
○
一
九
年
二
月
、
一
三
三
～
一
四
四
頁
○
学
会
報
告
・「
近
現
代
に
お
け
る
「
教
団
」
と
し
て
の
タ
リ
ー
カ
─
民
衆
性
・
社
会
性
に
注
目
し
な
が
ら
」
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
・
聖
者
信
仰
研
究
会
、
上
智
大
学
、
二
○
一
九
年
三
月
一
七
日
・「
ア
メ
リ
カ
の
改
宗
ム
ス
リ
ム
か
ら
見
る
イ
ス
ラ
ー
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
の
共
生
」
龍
谷
大
学
国
際
社
会
文
化
研
究
所
指
定
研
究
研
究
会
「
異
文
化
理
解
と
多
文
化
共
生
─
神
秘
主
義
思
想
と
そ
の
実
践
を
通
じ
た
イ
ス
ラ
─
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
の
共
生
を
探
っ
て
」、
龍
谷
大
学
、
二
○
一
九
年
七
月
一
三
日
・「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ス
ー
フ
ィ
ー
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
の
展
開
」
日
本
宗
教
学
会
第
七
八
回
学
術
大
会
、
帝
京
科
学
大
学
、
二
○
一
九
年
九
月
一
四
日
・“C
reatingaM
uslim
SpaceinPostsecularSettings,”
EngagingtheContem
porary2019:T
hePhilosophicalT
urn
T
ow
ardsReligion,U
niversityofM
alta,V
alletta,M
alta,8
N
ovem
ber2019.
○
調
査
活
動
・
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
）「
現
代
北
米
の
ム
ス
リ
ム
社
会
と
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
─
「
伝
統
イ
ス
ラ
ー
ム
運
動
」
の
展
開
か
ら
」
研
究
代
表
者
・
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ａ
）
（
一
般
）
「
イ
ス
ラ
ー
ム
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
者
・
聖
遺
物
崇
敬
の
人
類
学
的
研
究
」
研
究
分
担
者
学
会
活
動
白
山
史
学
会
、日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
（
編
集
委
員
）、日
本
中
東
学
会
、
日
本
宗
教
学
会
、
三
田
史
学
会
（
委
員
）、A
m
ericanA
cadem
yof
Religion
、「
宗
教
と
社
会
」
学
会
教
育
活
動
○
学
内
（
学
部
の
み
）
歴
史
学
入
門
、
歴
史
の
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ
④
、
歴
史
の
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ
⑨
、
東
洋
史
学
特
講
Ａ
・
Ｂ
⑦
、
東
洋
史
学
演
習
Ｂ
⑥
○
学
外
放
送
大
学
（
面
接
授
業
）「
ア
ラ
ビ
ア
語
の
初
歩
：
文
化
編
Ａ
」、
聖
心
女
子
大
学
「
現
代
イ
ス
ラ
ム
論
」
社
会
的
活
動
○
講
演
・「
イ
ス
ラ
モ
フ
ォ
ビ
ア
の
ア
メ
リ
カ
に
生
き
る
：
分
断
か
ら
連
帯
へ
」
三
六
七
上
智
大
学
研
究
機
構
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
ム
ス
リ
ム
た
ち
─
異
郷
に
生
き
て
交
わ
る
こ
と
」、
上
智
大
学
、
二
○
一
九
年
一
一
月
一
六
日
長
谷
川　
岳　
男　
教
授
研
究
活
動
○
学
会
報
告
・「
古
代
地
中
海
世
界
に
お
け
る
人
々
の
移
動
を
考
え
る
」
第
六
九
回
日
本
西
洋
史
学
会
（
於　
静
岡
大
学
）
小
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
代
地
中
海
世
界
に
お
け
る
人
々
の
「
移
動
」
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
─Identity,
Ethnicity,A
cculturation
─
」
二
〇
一
九
年
五
月
一
九
日
○
調
査
活
動
・
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
（
一
般
）
「
古
代
ギ
リ
シ
ア
文
明
に
お
け
る
超
越
と
人
間
の
価
値
─
欧
文
総
合
研
究
─
」
研
究
分
担
者
学
会
活
動
白
山
史
学
会
、
西
洋
古
典
学
会
（
書
評
委
員
）、
西
洋
史
研
究
会
、
日
本
西
洋
史
学
会
、
史
学
会
、
古
代
世
界
研
究
会
（
委
員
）、T
heSociety
fortheProm
otionofH
ellenicStudies
、T
heSocietyforthe
Prom
otionofRom
anStudies
教
育
活
動
○
学
内
地
域
史
（
西
洋
）
Ａ
、
地
域
史
（
西
洋
）
Ｂ
、
歴
史
学
研
究
法
Ａ
⑦
、
歴
史
学
研
究
法
Ｂ
⑦
、
西
洋
史
史
料
研
究
Ａ
①
、
西
洋
史
史
料
研
究
Ｂ
①
、
西
洋
史
学
特
講
Ａ
①
、
西
洋
史
学
特
講
Ｂ
①
（
以
上
、
学
部
）、
西
洋
史
学
特
論
Ⅰ
Ａ
、
西
洋
史
学
特
論
Ⅰ
Ｂ
、
西
洋
史
学
演
習
Ⅰ
Ａ
、
西
洋
史
学
演
習
Ⅰ
Ｂ
、
西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
、
西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ｂ
、
西
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ａ
、
西
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ｂ
（
以
上
、
大
学
院
）
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
入
試
委
員
鈴　
木　
道　
也　
教
授
研
究
活
動
○
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
・
翻
訳
・「《
翻
訳
》
一
三
世
紀
に
歴
史
を
書
く
と
い
う
こ
と
─
プ
リ
マ
と
『
王
の
物
語
』（
１
）」
単
著　
二
○
一
九
年
二
月
二
八
日　
『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
篇
四
四
号
（
二
八
四
～
二
四
三
頁
）
・「
政
治
文
化
研
究
の
現
在
─
中
世
フ
ラ
ン
ス
の
象
徴
と
権
力
─
」
単
著
　
二
〇
一
九
年
一
○
月
一
○
日　
『
東
洋
大
学
人
間
科
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
二
二
号
別
冊
（
一
一
五
～
一
二
八
頁
）
・「
フ
ラ
ン
ス
史
の
時
空
間
」
単
著　
二
〇
一
九
年
一
一
月
三
○
日　
平
野
千
果
子
編
著
『
新
し
く
学
ぶ
フ
ラ
ン
ス
史
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
（
一
三
～
三
三
頁
）
・“Lesenquêtesadm
inistratives
（X
IIIe-X
IV
esiècle
）”,
H
ypothèses 2018 T
ravaux de l'É
cole doctorale d'histoire,pp.
三
六
八
14-20,2019.
○
そ
の
他
・「
コ
ラ
ム　
川
島
翔
報
告
な
ら
び
に
神
野
潔
報
告
へ
の
コ
メ
ン
ト
：
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
研
究
の
立
場
か
ら
」
単
著　
二
○
一
九
年
一
一
月
二
○
日　
松
本
尚
子
編
『
法
を
使
う
／
紛
争
文
化　
[
法
文
化
叢
書
⑰]
』
（
国
際
書
院
）（
七
七
～
八
七
頁
）
○
学
会
報
告
・“Lesenquêtesadm
inistratives
（X
IIIe-X
IV
esiècle
）”,D
es
principautésauxrégionsdel'espaceeurope
（E
urope
O
ccidentale,duX
IeauX
V
esiècle
）（U
niversitéParis1
[France]
）,15,Septem
ber,2019.
○
調
査
活
動
・
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
（
一
般
）
「
中
世
フ
ラ
ン
ス
王
国
の
政
治
文
化　
カ
ペ
ー
・
ヴ
ァ
ロ
ワ
両
王
朝
期
の
知
識
人
と
そ
の
作
品
」
研
究
代
表
者
・
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金（
基
盤
研
究（
Ｂ
）（
一
般
）「
中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
正
し
い
認
識
力
」
観
念
の
変
遷
」
研
究
分
担
者
・
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
（
一
般
）
「
学
習
者
の
視
点
か
ら
探
る
世
界
史
学
習
の
内
発
的
動
機
づ
け
─
国
際
的
志
向
性
の
観
点
か
ら
」
研
究
分
担
者
学
会
活
動
白
山
史
学
会
、
西
洋
中
世
学
会
（
常
任
委
員
・
事
務
局
長
）、
西
洋
史
研
究
会
（
理
事
）、
日
本
西
洋
史
学
会
、
史
学
会
、
東
北
史
学
会
、T
he
M
edievalChronicleSociety
、
日
仏
歴
史
学
会
（
幹
事
）
教
育
活
動
○
学
内　
歴
史
学
概
論
、
歴
史
学
研
究
法
Ａ
⑧
、
歴
史
学
研
究
法
Ｂ
⑧
、
西
洋
史
史
料
研
究
Ｂ
②
、
西
洋
史
学
演
習
Ａ
⑤
、
西
洋
史
学
演
習
Ｂ
⑤
、
西
洋
史
学
卒
論
演
習
Ａ
②
、西
洋
史
学
卒
論
演
習
Ｂ
②
（
以
上
、学
部
）、
西
洋
史
学
特
論
Ⅱ
Ａ
、
西
洋
史
学
特
論
Ⅱ
Ｂ
、
西
洋
史
学
演
習
Ⅱ
Ａ
、
西
洋
史
学
演
習
Ⅱ
Ｂ
、
西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
、
西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ｂ
、
西
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
、
西
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ｂ
、
文
献
研
究
（
西
洋
）
Ａ
、
文
献
研
究
（
西
洋
）
Ｂ
（
以
上
、
大
学
院
）
○
学
外　
川
村
学
園
女
子
大
学
（
非
常
勤
講
師
）
西
洋
史
特
講
社
会
的
活
動
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
さ
い
た
ま
ア
リ
ー
ナ
教
室
講
師
（「
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
を
読
み
解
く
～
現
代
社
会
の
源
流
を
探
る
～
」）
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
大
学
院
専
攻
長
後　
藤　
は
る
美　
准
教
授
研
究
活
動
〇
論
文
・
鈴
木
道
也
・
後
藤
は
る
美
「
社
会
史
を
再
考
す
る
」『
東
洋
大
学
人
間
科
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
二
二
号
別
冊
、
二
〇
一
九
年
、
一
～
四
頁
三
六
九
〇
翻
訳
・
ジ
ョ
ン
・
ウ
ォ
ル
タ
「
分
野
の
境
界
を
越
え
て
─
「
新
し
い
社
会
史
」
と
近
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
政
治
文
化
─
」、
ジ
ョ
ン
・
モ
リ
ル
「
修
正
主
義
と
「
新
し
い
社
会
史
」
、
マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ラ
デ
ィ
ッ
ク
「
新
し
い
社
会
史
」
と
文
化
論
的
転
回
」、
ア
ン
・
ヒ
ュ
ー
ズ
「
喚
く
ふ
し
だ
ら
な
女
た
ち
─
イ
ギ
リ
ス
革
命
期
の
女
性
の
行
為
主
体
性
を
概
念
化
す
る
─
」、
ジ
ェ
ー
ン
・
オ
ー
マ
イ
ヤ
「
一
六
四
一
年
─
新
し
い
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
視
角
─
」『
東
洋
大
学
人
間
科
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
二
二
号
別
冊
、
二
〇
一
九
年
、
五
～
二
三
頁
、三
三
～
四
五
頁
、四
七
～
六
一
頁
、一
三
五
～
一
四
六
頁
、
一
四
七
～
一
五
七
頁
○
国
際
セ
ミ
ナ
ー
・
企
画
、
司
会
「
社
会
史
再
考
４
～
５　
RethinkingSocialH
istory
4
～
5
」
於
東
洋
大
学
、
二
〇
一
九
年
三
月
九
日
・
四
月
二
〇
日
・
企
画
、
司
会
「
民
」
と
革
命
─
一
七
世
紀
イ
ギ
リ
ス
史
再
考
３　
PeoplesandRevolutions:RethinkingSeventeenth-Century
BritishH
istory3
」
於
東
洋
大
学
、
二
〇
一
九
年
三
月
一
〇
日
〇
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
研
究
代
表
者
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
国
際
共
同
研
究
加
速
基
金
〈
国
際
共
同
研
究
強
化
Ａ
〉）「
近
世
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
大
衆
出
版
・
法
・
初
期
公
共
圏
」、
二
〇
一
八
～
二
〇
二
〇
年
度
）
・
研
究
代
表
者
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
Ｃ
）「
近
世
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
大
衆
出
版
と
政
治
文
化
」、
二
〇
一
八
～
二
〇
二
〇
年
度
）
・
研
究
分
担
者
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
Ａ
）「
歴
史
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
主
権
概
念
の
批
判
的
再
構
築
」（
研
究
代
表
者
・
古
谷
大
輔
〔
大
阪
大
学
〕、
二
〇
一
七
～
二
〇
二
〇
年
度
）
・
研
究
分
担
者
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
Ｂ
）「
公
論
と
暴
力
─
革
命
の
比
較
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
三
谷
博
〔
東
洋
文
庫
〕、
二
〇
一
九
～
二
〇
二
三
年
度
）
・
研
究
分
担
者
、
井
上
記
念
助
成
（
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
歴
史
学
」（
二
〇
一
七
～
二
〇
一
九
年
度
）
学
会
活
動
白
山
史
学
会
、
史
学
会
、
西
洋
史
学
会
、
都
市
史
学
会
教
育
活
動
お
よ
び
大
学
・
学
部
・
管
理
活
動
国
際
共
同
研
究
加
速
基
金
に
よ
る
在
外
研
究
（
於　
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
、
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ダ
ブ
リ
ン
大
学
）
に
つ
き
担
当
な
し
村　
田　
奈
々
子　
教
授
研
究
活
動
〇
論
考
・「
ギ
リ
シ
ャ
」松
尾
秀
哉
他
編『
教
養
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
九
年
）
二
二
一
─
二
二
六
頁
〇
寄
稿
・「
北
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
誕
生
」『
外
交
』V
ol.54.
（
二
〇
一
九
年
三
月
・
四
月
号
）　
六
六
─
六
七
頁
・「
ギ
リ
シ
ャ
急
進
左
派
連
合
の
退
潮　
ど
う
な
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」『
外
三
七
〇
交
』V
ol.56.（
七
月
・
八
月
号
）
七
八
─
七
九
頁
○
学
会
発
表
等
・「
ギ
リ
シ
ア
・
ト
ル
コ
強
制
的
住
民
交
換
と
正
教
徒
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
二
〇
一
九
年
度
立
教
大
学
史
学
会
大
会
『
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
』
立
教
大
学　
二
〇
一
九
年
六
月
二
二
日
・“A
nA
fterm
athoftheParisPeaceConference:Christian
RefugeesandaJapaneseShipinIzm
ir1922”
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
開
設
六
〇
周
年
事
業InternationalSym
posium
/
W
orkshop,T
heRootsoftheJapanesePolicyagainstM
iddle
EastandIslam
:Reconsiderationson100thA
nniversaryof
ParisPeaceConference
（1919
）、
東
洋
大
学
二
〇
一
九
年
六
月
二
三
日
〇
講
演
・“N
arrativesinT
urm
oil:JapaneseShip’sRescueO
peration
inSm
yrnainSeptem
ber1922.” Ινστιτούτο
Διε
θν
ών
Οικονομ
ικ
ών
Σχ
έσεων
　
ア
テ
ネ
（
ギ
リ
シ
ャ
）
二
〇
一
九
年
九
月
一
六
日
・「
歴
史
と
伝
承
の
あ
い
だ
─
一
九
二
二
年
九
月
の
ス
ミ
ル
ナ
の
破
滅
と
日
本
船
」
日
本
ギ
リ
シ
ャ
協
会
主
催
・
在
日
ギ
リ
シ
ャ
大
使
館
後
援
日
本
・
ギ
リ
シ
ャ
修
好
一
二
〇
周
年
記
念
特
別
講
演
会
大
妻
女
子
大
学　
二
〇
一
九
年
一
一
月
二
九
日
〇
対
談
・「
東
慶
丸
と
ギ
リ
シ
ャ
難
民
」『
海
運
』（
二
〇
一
九
年
一
二
月
）
五
二
─
六
七
頁
学
会
活
動
白
山
史
学
会
、
日
本
西
洋
史
学
会
、
史
学
会
、
日
本
中
東
学
会
、
日
本
政
治
学
会
、
日
本
Ｅ
Ｕ
学
会
、
地
中
海
学
会
、
東
欧
史
研
究
会
、
歴
史
学
研
究
会
教
育
活
動
○
学
内　
史
料
研
究
、
西
洋
史
学
演
習
、
西
洋
史
学
卒
論
演
習
、
西
洋
史
概
説
（
以
上
、
学
部
）、
西
洋
史
学
演
習
Ⅳ
、
西
洋
史
学
特
論
Ⅳ
、
文
献
研
究
（
以
上
、
大
学
院
）
○
学
外
東
京
外
国
語
大
学
（
非
常
勤
講
師
）「
世
界
の
こ
と
ば
─
現
代
ギ
リ
シ
ア
語
」
社
会
的
活
動
〇
講
演
・“D
idaJapaneseShipRescueH
undredsofGreeksand
A
rm
eniansF
rom
Sm
yrnaC
enturyA
go?”H
uffington
Center,St.SophiaCathedral
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
（
ア
メ
リ
カ
）［
内
閣
官
房
・
内
閣
府
に
お
け
る
平
成
三
〇
年
度
国
際
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
「
内
外
の
有
識
者
派
遣
事
業
」］　
二
〇
一
九
年
二
月
一
五
日
〇
講
義
・「
世
界
史
の
中
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
東
洋
大
学
公
開
講
座　
二
〇
一
九
年
六
月
一
五
日
三
七
一
・「
古
代
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
現
代
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ど
こ
が
ち
が
う
の
？
」
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
全
国
講
師
派
遣
事
業　
相
模
原
市
大
沼
小
学
校　
二
〇
一
九
年
一
一
月
一
日
・「
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
は
じ
ま
り
」
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
全
国
講
師
派
遣
事
業　
船
橋
市
丸
山
公
民
館　
二
〇
一
九
年
一
一
月
八
日
・「
ギ
リ
シ
ャ
総
説
」「
ギ
リ
シ
ャ
正
教
」「
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ギ
リ
シ
ャ
」
他
、
か
わ
さ
き
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
～
一
二
月
計
六
回
大
学
・
学
部
・
管
理
活
動
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
委
員
会
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員

